
平
成
三
十
年
一
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

三

五

号

自
衛
隊
に
関
す
る
学
説
と
政
府
見
解
の
優
劣
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二
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自
衛
隊
に
関
す
る
学
説
と
政
府
見
解
の
優
劣
に
関
す
る
質
問
主
意
書

先
般
提
出
し
た
「
現
行
憲
法
上
の
自
衛
隊
の
位
置
付
け
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
九
三
第

二
八
四
号
。
以
下
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
で
は
、
「
政
府
と
し
て
は
、
一
貫
し
て
、
自
衛
隊
は
我
が
国
を
防
衛
す
る
た
め
の

必
要
最
小
限
度
の
実
力
組
織
で
あ
っ
て
憲
法
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
し
て
き
て
い
る
。
他
方
、
政
府
の
見
解
と
異
な

る
学
説
等
が
存
在
す
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
国
会
が
発
議
し
、
国
民
投
票
に
よ
り

決
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
」
と
示
さ
れ
た
。

他
方
、
安
倍
総
理
は
、
平
成
三
十
年
一
月
二
十
四
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
、
「
近
年
の
世
論
調
査
で
も
、
自
衛
隊
は
合
憲
と

言
い
切
る
憲
法
学
者
は
二
割
に
と
ど
ま
り
、
多
く
の
教
科
書
に
合
憲
性
に
議
論
が
あ
る
旨
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
は
違

憲
で
あ
る
と
主
張
す
る
有
力
な
政
党
も
存
在
し
ま
す
。
自
衛
隊
員
た
ち
に
、
君
た
ち
は
、
憲
法
違
反
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
か

あ
れ
ば
命
を
張
っ
て
く
れ
と
い
う
の
は
余
り
に
も
無
責
任
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
「
そ
う
し
た
議
論
が
行
わ
れ
る
余
地
を
な
く

し
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
世
代
の
責
任
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

本
答
弁
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
「
政
府
と
し
て
は
、
一
貫
し
て
、
自
衛
隊
は
我
が
国
を
防
衛
す
る
た
め
の
必
要
最
小

一



限
度
の
実
力
組
織
で
あ
っ
て
憲
法
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
」
の
で
あ
り
、
「
政
府
の
見
解
と
異
な
る
学
説
等
が
存
在
」

し
た
と
し
て
も
、
こ
の
政
府
見
解
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

二

自
衛
隊
は
合
憲
で
は
な
い
と
い
う
学
者
の
学
説
と
自
衛
隊
に
関
す
る
政
府
見
解
は
、
自
衛
官
の
職
務
遂
行
上
、
ど
ち
ら
が

優
先
さ
れ
る
と
考
え
る
の
か
。
そ
も
そ
も
両
者
は
比
較
対
象
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

三

政
府
は
、
自
衛
隊
に
関
す
る
学
者
の
学
説
が
国
家
公
務
員
た
る
自
衛
官
の
職
務
遂
行
に
悪
い
影
響
を
与
え
て
お
り
、
そ
の

影
響
を
払
拭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四

一
部
の
学
説
に
左
右
さ
れ
、
政
府
は
、
「
君
た
ち
は
、
憲
法
違
反
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
認
識
を
自
衛
官
に
対
し
て
持
っ

て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

五

学
者
は
自
由
闊
達
な
議
論
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
日
本
国
憲
法
第
二
十
三
条
で
い
う
「
学
問
の
自
由
は
、
こ
れ

を
保
障
す
る
」
で
担
保
さ
れ
て
い
る
。
安
倍
総
理
の
い
う
「
そ
う
し
た
議
論
が
行
わ
れ
る
余
地
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
は
、

私
た
ち
の
世
代
の
責
任
で
は
な
い
か
」
と
の
発
言
は
、
日
本
国
憲
法
第
二
十
三
条
に
反
し
、
学
問
に
対
す
る
萎
縮
効
果
を
助

長
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


